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研究成果の概要： 
本研究では大規模自然災害への対処として，市場の機能と，コミュニティの長期的関係や国

際政治的関係などの非市場ネットワークとが連携したリスクマネジメントの方法論について分
析した．具体的には，発展途上国における伝統的コミュニティの機能，制度変化が進む中国に
おける新しい制度と伝統的慣習の代替・補完関係，被災地域における国際 NGO と現地 NGO
の連携などが，社会の防災力や災害復興にどのような影響をもつかに着目したモデルを定式化
して分析を行った．またマクロ経済的視点から，政府が異時点間，さらには世代間でナショナ
ルリスクを分散するための災害基金システムを設計した． 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,000,000 0 1,000,000 

2007 年度 1,600,000 0 1,600,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 210,000 3,510,000 

 
 
研究分野：土木計画学，交通工学 
科研費の分科・細目：資源・環境・防災計画 
キーワード：災害リスク，リスクマネジメント，開発途上国，国際機関，災害復興，中国 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究では防災計画学やコミュニティ防

災学で蓄積された知見に，国際経済学や開発
経済学の視点を加えることによって，大規模
自然災害被害の国内的・国際的影響について
明らかにし，また市場機能に加えて，コミュ
ニティの長期的関係や国際政治的関係など
の非市場ネットワークを考慮したリスクマ
ネジメントの方法論について分析すること
を目的とする．経済学の分野では，例えば政

府の公債を通じた世代間のリスク配分機能
について指摘した研究などは膨大に存在す
るが，災害後の海外からの金銭的・物的・人
的援助の特徴を考慮したような長期的マク
ロ経済モデルはほとんど存在しなかった．ま
た，コミュニティ防災活動やインフォーマル
金融を考慮した災害経済理論も開発されて
いなかった． 
 
２．研究の目的 



 本研究では発展途上国における伝統的コ
ミュニティの機能，制度変化が進む中国にお
ける新しい制度と伝統的慣習の代替・補完関
係，被災地域における国際 NGO と現地 NGO
の連携などが，社会の防災力や災害復興にど
のような影響をもつかに着目する．またマク
ロ経済的視点から，政府が異時点間，さらに
は世代間でナショナルリスクを分散するた
めの災害基金システムを設計する． 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は「１．関連研究のレビュー」「２．

実際の社会経済データ，報告書のレビュー」
「３．海外フィールド調査」「４．理論モデ
ルの構築と定性的分析」「５．データによる
キャリブレーションとシミュレーションに
よる定量的分析」の５つの内容で構成される．
とりわけ中国における近年の制度変化に着
目した研究では，共同研究を行った中国人留
学生とともに大規模な文献調査と農村地域
でのインタビュー調査を行い，農村部の災害
リスクガバナンスにとっての本質的問題の
特定を行った． 
 
４．研究成果 
18 年度は主として，防災機能に関して市場

と非市場の関係が複雑かつ未解明な部分が
多く残された開発途上国を対象に，まずはフ
ィールド調査等を通じて現状を明らかにす
ることを試みた．はじめに 2006 年 2 月にフ
ィリピン・レイテ島にて発生した地滑り災害
の被災地調査を行い，インタビューを通じて
町や州，地方，国政府による被災後の対応に
ついて取り調べた．またバランガイ（フィリ
ピンにおける最小の行政単位）で実施されて
いる防災対策や，被災後の集団移住の展開を
詳細に取り調べた．さらに NGO や国際 NGO の
実務者に対して役割や資金調達の方法につ
いてインタビューした． 
 次いで中国を対象に，まずは現在の中国の
災害保険市場について大規模な文献調査を
行い，その結果を整理した．また中国の農村
地域に着目し，近年の幾つかの制度改革が農
民の災害リスクファイナンスに与える影響
について分析するモデルを定式化した．1996
年の農村金融体制改革では，農村信用社が自
主的な経営を行える体制が築かれると同時
に，農村信用社による小額信用貸付と連保貸
付の供給が開始された．一方，2002 年に制定
された「農村土地請負法」では，農地の所有
権を変えず，農家の請負権を保証するうえで
の経営権の流動化を推奨することが明文化
された．本研究では，それらの改革に対して，
農村信用社による小額信用貸付が農民の借
入機会を拡大したことは認めつつ，一方で農

村信用社がそれぞれの農民に必要な額の貸
付を行わないのはなぜかについて考えた．モ
デル分析の結果，１）土地請負経営権の取引
の自由度が増したことによって，農村の農民
当たりのリスクがより均質化する．２）その
結果，農村信用社のように大規模な金融機関
によるリスクプーリングが容易になる．３）
農村信用社が小額の貸付を行い，民間金融に
融資の役割を残すことによって，民間金融に
よる農民のリスクマネジメント行動に対す
るモニタリング機能を利用することができ
るという構造が明らかになった．すなわち農
地の経営権の流動化を通じて，農村信用社と
民間金融の補完的効果が向上し，農村金融全
体のリスクプレミアムが減少することが示
された． 
 19 年度は，18 年度に実施したフィリピン・
レイテ島における地滑り被災地調査で得た
問題意識をもとに，被災地域の復興における
NGO や国際 NGO の役割や契約のあり方につい
て分析した．フィリピン等では，住居から学
校や水道などのインフラに至るまで，海外の
NGO からのギフトによって施設の再建が進め
られている．このとき被災地は NGO と金銭的
な契約を結んでいるわけではないため，通常
の契約理論が教えるようには NGOのインセン
ティブを制御することはできないことを示
した． 
 また,援助供与国側の経済的動機を考慮し
た災害復興援助の枠組みについて検討した．
供与国政府は政治的利益などの戦略的動機
によって二国間援助を行う場合がある．一方，
国際機関は被援助国政府が適切に資金を利
用しているかについてのモニタリングを，他
の外国政府よりも効果的に行うことができ
る．そこで,ゲーム理論を応用して，援助供
与国の戦略的動機と国際機関のモニタリン
グ機能に着目した，災害復興援助の枠組みに
ついて検討した．そして援助供与国の戦略的
動機に着目することによって，被援助国にと
っては財政負担の大きな借款のほうがグラ
ントよりも多額の援助が行われ，結果的に被
援助国の厚生が大きくなる場合があること
を示した． 

20 年度は，はじめに非市場ネットワークに
着目した災害復興プロセスと事前の防災計
画に関する理論研究を積み重ねた．まずは，
発展途上国の災害復興の過程における国際
NGO と現地 NGO が連携しながら資本集約的援
助と労働集約的援助を提供する問題を考え
た．そこでは両ＮＧＯ間に技術や嗜好の違い
が存在し，かつ互いにそれらを把握していな
い問題について不完備ゲーム理論を用いて
分析した．ついで，中国農村地域に着目し，
各コミュニティでの伝統的な地域文化や行
事，地域施設の維持等を目指した共同が，被
災後の地域住民間のインフォーマル金融の



成立の基礎となっていることを示した．その
共同がなければ，高所得住民さえも都市に移
住するインセンティブをもち，地域社会が崩
壊する可能性があることがわかった．さらに，
日本の自主防災組織に着目して，自主防災活
動を通じて住民がリスクコミュニケーショ
ンを活発に行う可能性について分析した．そ
こではマニュアルを通じて活動レベルが与
えられる場合よりも，地域のリスク水準に応
じて住民が自主的に活動水準を決定すると
きにコミュニケーションが盛んになること
が示された． 
 一方，国際的市場ネットワークを利用した
ファイナンスの方法についても分析した．政
府が災害基金システムを設計し，自国の保険
システムに補助を与えつつ，国際金融市場で
の貸借を行い，結果的に世代間でリスクを配
分するフレームワークについて定式化した
また，20 年度に研究代表者・横松はアメリ
カ・ミネソタ大学応用経済学部に長期滞在し，
当学部 Terry Roe 教授と Rodney Smith 教授
と，世界的なエネルギーリスクの下でのマク
ロ経済の動学的挙動に関する研究を行った．
そこでは世界の貿易データを用いて定量的
結果を得る応用一般均衡分析モデルを作成
した． 
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